
　もりやま食のまちプロジェクトが主体となり、
メロンの実験栽培と試食会を行いました。
　モリヤマメロンは、生産者の高齢化などで生産
量が減っています。生産量の確保に向けた新たな
試みとして、栽培方法に着目し、前

まえ
田
だ
 仁
ひと
司
し
メロン

部会長ら3人の熟練農家が、３箇成（モリヤマメ
ロンは2箇成が条件）の実験栽培を行いました。
　試食会の参加者は、じっくりと試食して笑顔を
見せながら「モリヤマメロンより甘さがない」
「あっさりした甘さでいくつでも食べられる」など
とアンケートに回答していました。

＊小さな活動が種となって、大きく育つ「守山」をイメージしてタイトルをつくりました。

メロン農家への応援プロジェクト
実験栽培のメロンのお味はいかが

チャレンジメロンの試食会チャレンジメロンの試食会はなしの
タネ

　
地
域
の
つ
な
ぎ
役
で
あ
る
民
生
委
員
・
児

童
委
員
が
、
７
月
１
日
付
で
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。

守
山
学
区
（
敬
称
略
）

　
大
門
自
治
会　
宇う

野の 
仁ひ

と
史し

問�

健
康
福
祉
政
策
課

　

・
有
（
５
８
２
）
１
１
２
３

　

（
５
８
２
）
１
１
３
８

　
戦
没
者
お
よ
び
戦
災
死
没
者
に
対
し
て
追

悼
の
誠
を
さ
さ
げ
る
と
と
も
に
、
恒
久
平
和

を
祈
念
す
る
た
め
、
開
催
し
ま
す
。

�

時
８
月
２６
日
（
土
）
午
前
１０
時
～

�

所�

ウ
カ
ル
ち
ゃ
ん
ア
リ
ー
ナ
（
県
立
体
育
館
）

（
大
津
市
）

�

定�

３０
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

�

申�

７
月
２８
日
（
金
）
ま
で
に
、
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
ま
た
は
郵
送

（
消
印
有
効
）
で
左
記
へ
申
し
込
み
。

問�

県
健
康
福
祉
政
策
課

　
〒
５
２
０
―
８
５
７
７
（
住
所
記
載
不
要
）

　

（
５
２
８
）
３
５
１
４

　

（
５
２
８
）
４
８
５
０

　

�ea0003@
pref.shiga.lg.jp

中
退
共
制
度
加
入
の
案
内

　
中
退
共
（
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
）
は
、

中
小
企
業
の
た
め
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。

掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
、
掛
金
は
全
額

非
課
税
で
す
。
外
部
積
立
型
で
管
理
や
運
用

の
手
間
が
か
か
ら
ず
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
や

家
族
従
業
員
も
加
入
で
き
ま
す
。

　
市
で
は
、
中
退
共
に
初
め
て
加
入
し
た
従

業
員
数
２０
人
未
満
の
事
業
所
に
対
し
て
、
契

約
成
立
月
か
ら
２４
ヵ
月
間
に
限
り
、
そ
の
掛

金
の
一
部
を
上
乗
せ
で
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
人
材
の
定
着
に
も
つ
な
が
る
制
度
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

市
補
助
金
の
補
助
率

　

�

従
業
員
１
人
に
つ
き
１
ヵ
月
５
、０
０
０

円
の
掛
金
を
限
度
と
し
て
、
１
０
０
分
の

１０
を
乗
じ
た
額

問�

・��

補
助
制
度
に
関
す
る
こ
と　

　
　
商
工
観
光
課

　
　

・
有
（
５
８
２
）
１
１
３
１

　
・
共
済
制
度
・
加
入
に
関
す
る
こ
と

　
　
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
　

０
３
（
６
９
０
７
）
１
２
３
４

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

健
康
福
祉
政
策
課
か
ら
お
知
ら
せ

平
和
祈
念
滋
賀
県
戦
没
者

追
悼
式 

参
列
者
募
集

おうみんちで行われた試食会（6月23日）

実験栽培のメロンを
試食する参加者
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